








































































フルードパワーシステム

36 フルードパワーシステム　第52巻　第６号　2021年11月

能向上に関する調査を行った．指導教授から２つの
民間企業との共同研究をテーマとして与えられた．
ひとつ目が小型軸流ダクテッドファンの吐出風量に
関するテーマであり，企業側が設計したファンモデ
ルの風量や流れの性能予測を解析した．最終的には
風量測定装置による性能評価実験をした．２つ目は
油圧用バルブの流量と圧力分布の解析であった．当
時の解析結果から，いくつかの改良点が見いだされ
製品への採用が検討された．
　CFDの難しさは機械的ダイナミックスとの相互連
成と，静的な解析においても解析と実験結果が思う
ように一致しないことである．ひどい場合には予想
とまったく異なる特性になることもある．計算格子
や計算頻度の設定が不適切で，微小な渦領域などに
よる流れの変化をとらえきれていないことが差を生
じさせる主原因と考えられる．今になって振り返る
と，学生時代の解析は課題が残る結果が多かったと
自責の念を感じる．そのような経験から，複数の
データから傾向や物理的な現象を客観的に読み取る
力，得られた結果を力学的な観点から考察する力の
大切さが理解できた．CAEソフトウェアを使いこな
せたとしても，扱う現象の物理的な解釈が不十分で
あれば役に立たないに等しいと考えている．このよ
うな学生時代の多くの経験によって，社会に出てか
らの課題に対する取り組み方や忍耐力を学ぶことが
できたと感じる．
2.2　就職活動のアドバイス
　就職活動の際に，自分の関わりたい分野は流体関
係と決まっていたので，関連する企業に的を絞り，
合同企業説明会やインターンシップなどで話を聞き
に行っていた．最終的には業務内容の理解度がもっ
とも深かった日本アキュムレータを選択した．しか
し自分の興味がある分野以外の見聞を広めるために，
さまざまな業種の説明会に積極的に参加することも
大切なことだと感じる．

　今から就職活動を行う学生さんには，本当に自分
が大切にしたい価値観や自分に合った職種をじっく
りと吟味して欲しいと思う．

3．ライフワークバランス
3.1　仕事内容
　入社後の約半年間は社内研修として本社工場で現
場作業に従事した．たとえば，工作機械を使った機
械加工，アキュムレータの組立てや出荷前試験，品
質管理のためのさまざまな調査や測定を行った．実
際のモノづくりの現場を体感することができた．
　その後，技術部に配属されアキュムレータの設計
に関する業務と実験室での試験などを担当している．
製品の設計に関しては，まだ経験が浅いことから既
存製品の部分的な改良や図面修正など比較的容易な
作業が多い．新しい製品の開発が計画されている場
合にはCFDによる解析を担当することがある．ここ
でCFDを使った業務について少しだけ具体的に触れ
る．図３は単純なオリフィス絞りのCFD解析モデル
である．図４はCFDと実験値をグラフにプロットし
た物である．両者はよく一致していることがわかる．
しかしながらアキュムレータの吐出時の現象は，レ
イノルズ数が非常に高い乱流域での流れであり，ま
た弁流路の形状も複雑に変化していることから，解
析の難易度と計算量はオリフィスの例とは比べもの
にならない．特に吐出時のパワーが数メガワットに
達するアキュムレータの解析には多くの試行錯誤を
要した．それに応じて長い時間がかかったが，結果
として実機による実証試験との差が少なく，解析結
果が設計に反映された．
　アキュムレータの設計業務に携わっていると，製
品の大きさという制限の中で安全性と性能を両立さ
せることの難しさを日々感じるが，終わってしまえ
ば逆におもしろかったとも感じる．
3.2　職場で大切な事
　職務遂行をするうえで確認を行うことを大切にし
ている．経験が浅い間は，先輩や上司から作業の指
示を受けることが多い．指示を受ける時に要点の確
認を欠かさず行っている．指示内容を間違えて解釈
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図２　本社工場

図３　CFD解析モデル例
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して作業を行ってしまうと，事故につながる危険性
や不必要な作業を行ってしまう可能性がある．疑問
や不安な点をなくしてから作業を始めるのがよい．
これは業務上のコミュニケーション能力のひとつで
ある．
　また受けた指示の忘れ防止やさまざまな必要な情
報を書き留めるための小さなメモ帳を常に携帯する
ことをお勧めする．メモを取る際は5W1H，時系列，
箇条書きにして，なるべき簡潔に書くのがよいと思
う．メモ帳の記載情報が増えてくると，後で読み返
すのが大変になってくるので，タイトルと日付も記
載することや多少スペースをむだにしても新しい
ページを使うことも効果的だと思う．また必要なく
なった情報の消し込みもわかりやすさにつながる．
従来からある付箋やPCアプリの活用も有効である．
3.3　リフレッシュ
　自分が思っていたほど仕事が進まないことは時折
起こることである．また会社ではさまざまな世代や
性別，場合によっては国籍が異なる人が一緒に働い
ている．それぞれ考え方や価値観に差があり，うま
くコミュニケーションが取れないこともある．そう
いったことが原因でストレスを溜め込んでしまう経
験がある人は多いだろうと考えられる．場合によっ
てはプライベートの時間まで引きずってしまい，そ
れが長期間続くと身体面と精神面の両方に悪影響を
もたらすといわれている．そこで上手にストレスを
解消することが良好なライフワークバランスを保つ
秘訣であると思う．私自身は終業後や休日の趣味を
大切にすることによって，私生活と仕事のオンオフ
がうまく切り替えることができるようになったと感
じている．学生時代からゲームや映画鑑賞などのイ
ンドアな趣味が多く，外に出かけることは少なかっ

た．しかし最近は長めの休暇を使ったキャンプをす
ることを楽しみとしている．今年は富士山の麓で２
泊３日の長いキャンプに行ってきた（図5, ６）．市
街地との生活とは違いいろいろな不自由さがあるが，
大自然の中でゆったりとした時間を経験することに
よって心身ともにリフレッシュすることができた．
ひとつの趣味に没頭するのも，私のようにジャンル
の異なる複数の趣味を持つのもよいと思う．

4．最　後　に
　学生時代は積極的に行動して，研究でもサークル
活動でもよいので悔いが残ることがないようにして
欲しいと思う．いったん就職すると時間的な制約が
多くなってしまい，何かを長期間に渡ってやること
が非常に難しくなってしまう．今手元にある貴重な
時間をなるべく有意義に使っていただきたい．本稿
がこれから社会に出て働くということに関しての助
言や参考になれば幸いである．

� （原稿受付：2021年 ７ 月21日）

図５　キャンプ場入り口

図６　キャンプ風景
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図４　実機試験結果との比較
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1．は じ め に
自己紹介：
　私は高校を卒業するまで大阪府で育った．府立高
校を卒業後，地元を離れて岐阜大学工学部機械工学
科へ進学し，今年の３月に卒業した．その後同大学
の大学院へ進学，現在は修士課程で知能理工学を専
攻し，グローブ型パワーアシスト装置に関する研究
を行なっている． 
研究内容：
　工場での移載作業時に使用されるパワーアシスト
装置の研究を行っている．操作者の負担がより軽減
されるシステムの開発を目標として，負担を客観的
に数値であらわす評価システムの最適化と装置本体
の改良に取り組んでいる．
　現在の評価システムは，RGB-Dカメラを用いて計
測した操作者の11個の関節位置と，装置から出力
されるアシスト力，グローブの高さから関節トルク
を計算し，その値を装置未使用時と比較している．
しかし現在の評価システムでは関節位置の取得精度
が不十分であることや，計測情報が多く負担評価ま
でに時間がかかるという課題がある．そこで，少な
い計測情報から関節位置を推定することで，関節位
置の精度向上と評価時間の短縮に取り組んでいる．
　また，研究で使用している装置は把持部がグロー
ブ型で，グローブ内部の右手人差し指の位置に把持
力センサが取り付けられており，このセンサの入力に
応じてアシスト力を出力している．現在は移載物を
降ろす下降動作時の操作性が低いことと操作者の負

担が大きいことが課題となっている．そこで装置の下
降動作特性に着目し，下降時のみ自動的にアシスト
力が減少していくシステムの導入に取り組んでいる．

2．理系進学の動機と学生生活
2.1　理系進学の動機
　私は中学のころから，暗記をすることや，国語な
どのように答えが人によって異なること，文を書く
ことが苦手だった．逆に，理解さえしていれば式や
答えを導出できる数学や物理がとても好きだった．
　私の通っていた府立高校の普通科では，１年生の
終わりに文理選択をすることになっている．私は将
来こういう仕事をしたいから，というようなことは
まったく考えず，理系科目，文系科目どちらが好き
かということと，自分の置かれた環境で物理選択の
理系を選択した．大多数の友達も，科目の好き嫌い，
得手不得手で選択していたように記憶している．私
の場合は，家族全員が理系出身であったことも理系
選択の理由のひとつとなった．周りに理系の人間し
かいなかったため，自分も当たり前のように理系に

図１　実験の様子

笑顔で活躍―お仕事フルードパワー便
―理系への歩みを振り返って―
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進学すると考えていたことと，理系科目であればわ
からないことがあった際にすぐ誰かが教えてくれる
環境だったのだ．
　高校２年生からは物理選択の理系を集めたクラス
に入った．理系選択の中でも生物選択，化学選択の
クラスは男女の比率は半々であったが，物理選択で
はクラスの人数の３／４が男子であった．もともと
趣味でフットサルをしており，周りに女子がひとり
もいないという環境に慣れていたため，女子が少な
いことで不便に思うことは特になかった．むしろ少
ないからこそ全員と仲良くなることができ，わから
ないことは協力して教え合うようにしていたため勉
強に対しての理解が早かったように思う．
2.2　大学選び
　大学進学先の選択にはとても時間がかかった．数
学や物理が好きで得意だったという理由だけで理系
選択をしたため，将来自分が何をしたいのかがわか
らなかったからだ．北海道地方から九州地方までい
ろいろな大学のオープンキャンパスに参加し，さま
ざまな条件で絞っていった．最終的には自分が最も
興味を持つことができた，岐阜大学工学部機械工学
科知能機械コースに進学した．
　現在でもまだまだ知らないことが多いが，いろい
ろな人に話を聞き，自分で行動して情報収集してさ
まざまな選択肢を持つことが大切だと考える．

2.3　学生生活
　学業はもちろんのこと，２つのサークルに学祭の
実行委員など，機会があればいろいろなことに挑戦
するようにしている．大学進学で初めて岐阜に出て
きたということもあり，入学当初は人脈を広げるこ
とに力を入れていた．そのお陰もあり現在も学科を
問わず多くの友に恵まれている． 
　大学では女子の人数が学科全体の１割ほどと，高

校よりさらに少なくなった．その分，より女子同士の
団結力は強かったように思う．勉強を教えあったり，
情報を共有したり，遊びに行ったりととても充実し
た学生生活を送っている．学内に女性優先休憩室が
あったり，同じ学科の女性の先輩との交流の場を設
けていただいたこともあり，とても過ごしやすい．女
子が少ないことで不便だと思ったことは一度もない．
　学部生の頃は，学科全体の人数が多いことや普段
から女子で行動していることから，同じ学科の男子
と接する機会はほぼなかった．講義の際も，女子が
いつも座っている席の周辺だけぽっかりと空席にな
る．それでもグループワークなどを通して少しずつ
男子とも打ち解けていき，学部を卒業するまでには
勉強や進路のことを相談しあえる関係になった．

3．会 社 選 び 
　私は大学の講義や現在取り組んでいるパワーアシ
スト装置の研究を通して，制御やプログラミングに
興味を持ち，将来は自ら設計・開発した技術で社会
に貢献したいと考えるようになった．まだ就職活動
を始めたばかりで，インターンシップにもいまだ参
加していない．しかし，合同企業説明会でばりばり
と働く多くの女性に出会い，男社会の中で自分の意
見をはっきりと主張し，新しい技術を生み出してい
く姿を見て，かっこいいな，こんな女性になりたい
なと思い，強い尊敬の念を抱いた．
　昔はよく結婚や出産を理由に会社を辞める女性の
話を耳にしたが，現在ではそれらに縛られることな
く女性が活躍し続けられる社会になってきているよ
うに感じる．このように女性の働く環境が整えられ
てきていることや，働いている女性の先輩方が増え
つつある今，社会に出られるということはとても幸
せだと思う．大学で学んだことを活かし働いている
自分の姿を見て，かっこいいな，こんな人になりた
いなと感じて理系分野に進もうと思う女性が出てく
ることを目指して，精進しようと思う．

4．お わ り に
　何か特別なことを報告しているわけでもなく，拙
い文章で恐縮であるが，最後まで読んでいただきあ
りがたく思う．先輩方が女性の働きやすい社会に変
えていって下さっているように，自分も性別に関係
なく活躍していける社会を目指してどんどん意見を
主張し，この世の中を変えていきたい．残り２年弱
の学生生活を有意義に過ごし，社会で活躍できる人
材となるようにこれからも努力していきたいと思う．

� （原稿受付：2021年 ８ 月 ５ 日）

図２　学科同期女子（２列目の右から３人目が筆者）
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1．は じ め に
自己紹介：
　私は中国の山東省威海市で生まれ育った．趣味は
アニメ鑑賞と旅行である．大学三年生から日本語の
勉強を始めて，大学を卒業してから日本の大学院に
留学した（写真１）．現在神奈川県に在住している．
来日の理由：
　子供のころは日本のアニメが好きで，ストーリー
の舞台となった風景を自分の目で見たいという夢が
あった．一方，大学の専攻は機械工学であり，中国
より技術力の高い日本で工学知識を深めて，技術の
専門家として成長し，将来はグローバルに活躍した
いという希望を持って日本に来た．
現在の所属機関とその研究/仕事内容：
　現在，私はKYB株式会社の基盤技術研究所に勤め
ている．担当業務は自動車向けの電動モータの研
究・開発である．シミュレーションを活用してモー
タの磁気回路を設計し，試作評価で明らかになった
問題を解決して，より良いモータを開発する仕事で
ある．
　軸を回すだけなのに，電磁気学，制御工学，熱力
学，振動工学などさまざまな知識を理解する必要が
あり，ハードルが高い仕事だと思うが，とてもおも
しろく感じている．

2．日本の印象
2.1　来日直後の第一印象
　日本は非常に静かであり，きれいな国だというこ
とが第一印象であった．電車や地下鉄の車内では話
し声が聞こえず，街ではほぼゴミを見ないというす
ばらしい生活環境に驚いた．この環境を好むと同時
に，自然と自分の行動も環境に配慮するようになっ
た．しかし，電車内で電話に出られない，街でゴミ
捨てができない，ゴミを出すのに分類しないといけ
ないことは少し不便だと感じた．かなり生活の質が
高いが，それなりのコストもかかっていると感じた．
2.2　研究室／職場に関して
日本人の考え方や働き方で驚いたこと：
　日本人はルールの遵守意識が高いことに驚いた．
横断歩道を渡ろうとする歩行者の進行を防げないよ
う，一時停止する車が多いと感じた．母国でも，交
通ルールとして車よりも歩行者が優先されるが，歩
行者は自身の安全のために車を避けるのは常識であ
る．その常識に慣れた私が日本に来たばかりのころ，
横断歩道で車と譲り合いになり，しばらく待ってから
自分が先に行くべきだと気づいたことがよくあった．
　日本で生活していると，周りの人たちは日常生活
のルールを良く守っていると感じる．全部のルール

中国
山東省威海市

What do you think of Japan?
（Youは日本をどう思う？）
　　　　　 中国から日本に留学して第18回
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写真１　大学院の指導教官と学会発表したとき（右が筆者）
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に従うことは，固苦しいイメージにとらえられるか
もしれないが，ルールを守ることは社会生活におい
て非常に重要であると思う．
日本に滞在中に自分が最も変わった点：
　日本に来てから，チームメンバーの一員として協
調することの考え方が理解できるようになった．中
国は個人の能力が重視される競争社会であるため，
学生時代から周囲と比較されてきたが，社会人に
なってからは，チームワーク意識が希薄で，やり方
がわからず，仕事の時によくひとりで抱え込む状況
になった．それで報告会で失敗したことを同僚と共
有した結果，困り事はみんなで悩み，苦手なことは
専門家に協力してもらい解決することを経験したこ
とで，仕事はひとりの作業ではなくみんなで助け合
うものであることを理解した．「報連相」という言
葉を初めて見たのは日本語の教科書である．当たり
前のことだと思ったが，最近ようやくこの言葉の本
質を理解し，少しできるようになった．
2.3　生活に関して
日本の生活で困ったこと：
　日本の祝日は中国の祝日と異なることが少し困っ
ている．私は毎年の年末年始に帰国し，家族や友人
に会う．しかしその時期の中国は元日のみが休みで
あり，それ以外は仕事の忙しい時期のため，久しぶ
りの人に会えずじまいで日本に帰ることもある．そ
の後しばらくして中国の春節になるが，日本では仕
事が始まってしまう．家族に電話して新年の挨拶を
するたびに，異国にいることに気付いて，寂しいと
感じた．しかし，この気持ちを味わうことで，より
強い心を持てるようにもなった．
日本の生活でよかったこと：
　私は日本が安全，安心，便利だと思い，今の生活
に満足している．特に留学生，外国人社員のサポー
トが充実していると感じる．
　日本の大学院に進学した時は，まだ言葉がよく通
じなくて，大学の学生課が開催した異文化交流会で
日本の文化を理解しつつ（写真２），日本語の勉強
を進めた．就職活動においては，求人情報だけでは
なく，ビジネス日本語など留学生向けの指導もして

いただいた．就職してからも，会社からビザの取得
などさまざまな支援を受けた．そのおかげで，今ま
で問題なく日本で暮らすことができている．
最も興味ある日本の文化：
　私は日本のお土産文化に最も興味を持っている．
それはお土産を買うことだけではなく，日本の各地
方には独特の魅力があり，その違いを発見する楽し
みでもある．休日に友人と日本のさまざまなところに
行って（写真３），地元の料理を食べたり，景色を見
たり，お祭りに参加したりして過ごす．わずかな距
離でも，言葉や生活習慣の違いがあり，何か特別な
お土産がないかといつも期待している．また，職場
に戻って，この楽しみをお土産とともに同僚に伝える．

3．抱負と日本の方々へのメッセージ
今後の予定，出身国に戻る予定：
　今後モータの開発に関して，専門知識を深めつつ，
量産の技術を身につけ，初期段階の仕様検討から，
詳細設計，量産立ち上げまでを一貫して担当できる
ようになり，会社および自動車業界に貢献したい．
　現在は帰国する予定はなく，日本の会社で勤め続
けようと考えている．
日本人へのメッセージ：
　日本は魅力があふれる国であり，来日してから今
まで，いろいろ良い思い出を作った．しかし，言葉
が通じないと思い，海外を恐れて，ずっと日本にい
たいと考えている日本人が少なくないと感じる．職
場でも「よくひとりで，日本で生活をできている
ね」と言われたが，私も日本語の会話をまったくで
きない状態から日本の生活が始まった．失敗や辛い
と感じた時期もあったが，それも貴重な経験だと思
う．恐れず海外に行き，異なる風景を見ることを強
くお勧めしたいと思っている．

� （原稿受付：2021年 ７ 月26日）

写真３　友人と宮城県蔵王町に観光したとき
（右から２番目が筆者）
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写真２　和白東校区夏祭りのとき（左が筆者）
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1．は じ め に
　長崎総合科学大学は長崎県長崎市にある私立大学
である．メインキャンパスであるグリーンヒルキャ
ンパスは長崎半島と島原半島に囲まれた橘湾に面し
た丘の上にあり，最寄りのバス停から歩いて登校す
る際にはひたすら坂を上がって登山（？）すること
になる．しかしその分キャンパスからの眺めは良く，
景色を楽しめる（図１）．空気が澄んでいる日には
雲仙岳も望める．
　大学の前身は1943年に開校された造船の高等学
校であり，造船が盛んな長崎ならではの由来である．
その後規模を拡大させながら，長崎造船大学を経て，
現在にいたっている．地元での略称は「総科大（そ
うかだい）」であるが，年配の方はいまだに「造船
大」と呼ぶことが多い．2014年に改組して，現在は
２学部（工学部と総合情報学部）２学科８コース体
制である．さらに，2020年度より複数のコースを縦
断する教育プログラムを実施している．県内の私立
大学では本学が唯一の理工系大学である．在学生数
は約800人である．その大多数は県内からの進学で
あるが，本学の前身を引き継ぐ船舶工学コースには
県外からの進学が多い．また，長崎の土地柄もあっ
て，中国やベトナムなどからの留学生も少なくない．
　筆者が主催している流体工学研究室は工学部工学
科機械工学コースに所属している．改組前は工学部
機械工学科の所属であった．現在の機械工学コース
には５名の専任教員が所属しており，各教員がひと

つの研究室を主宰している．

2．研究室の概要
　筆者は2011年に本学に着任したが，当時は流体
工学研究室の所属ではなかった．当時の流体工学研
究室は２名の専任教員が主宰しており，主に流体機
械の研究テーマを実施していた．筆者は専門性から
熱流体工学研究室を開設して主宰していたが，その
後，改組や教員の異動等の流れで2016年から流体
工学研究室を引き継いで現在にいたっている．研究
室名も，「熱流体工学研究室」よりも一般的でわか
りやすい「流体工学研究室」のほうを選んでいる．
研究室の職員は筆者１名のみである．
　研究室には毎年２名から４名程度の卒研生が配属
されている（今年は少し多くて６名）．これに大学
院生が時折加わり，今年は１名の修士学生が所属し
ている．全学的に院生の数は少なく，筆者の研究室
に所属した院生はこれまで修士学生３名だけである．
もともと本学の学生数自体が少なく，また，国公立
大学に比べると進学率が低い状況である．
　卒業研究の実施体制として，実験的テーマについ
ては学生２名を一組として取り組ませている．修士
論文研究については１名で取り組ませている．
　研究室の主な活動としては，研究活動についての
打合せを毎週または隔週で学生居室（図２）にて実
施している．研究活動の進捗を報告させ（配布資料
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と口頭説明にて），それについて指導する．学生は
その場で出た宿題にその後取り組むことになり，次
回の打合せでその結果を報告する．このような打合
せを研究テーマごとに実施している．

3．研究テーマ
3.1　電気流体力学
　電気流体力学（EHD）現象を利用したマイクロポ
ンプを研究している．
　EHD現象とは絶縁性液体に高電圧を印加すると流
動が発生する現象である（図３）．EHD現象を利用
すると，液体中に電極を配置して電圧を印加するだ
けで流動が発生することから，従来式の機械的可動
部を使用しないポンプを作れる．
　この特徴はマイクロマシンに適用できる．マイク
ロマシンの動力源としてポンプを使用する場合，従
来式のポンプを小型化してマイクロポンプとして使
おうとすると，部品の加工精度が課題となる．一方，
EHD現象を利用したポンプであれば基本的にこの課
題はあらわれないため，小型化に向いている．
　このような観点からEHD現象を利用したマイクロ
ポンプの研究開発は進められているが，その設計は
基本的に試行錯誤的に行われている．それは，現象
のモデル化が十分進んでいないためである．そこで，
現象のモデル化と数値シミュレーション手法の開発
を進めている（図４）．
　この研究テーマは筆者が以前法政大学に勤務して
いた時に，同大学高機能メカトロデザイン研究室の
田中豊先生から紹介いただいたものである．研究を
進めるうえで田中先生には今でもいろいろとお世話
になっている．そのような縁もあり，こちらで数値
シミュレーション手法を開発し，田中研究室で進め
ている開発を支援する共同研究に展開して役立てた
い思いであるが，なかなか歩みは遅い．

3.2　超音速流れ
　小型超音速風洞の作製を進めている．
　この活動は卒業研究テーマとして継続的に実施し
ており，今のところ研究目的というよりももっぱら
教育目的で実施している．実験的テーマであり，実
際に手を動かしながら，また，実際の現象を経験し
ながら進める活動となるため，卒業研究テーマに向
いていると考えている．
　筆者はもともと航空宇宙工学分野の出身であり，
超音速流れは筆者の研究分野のひとつである．以前
はJAXAの大型風洞を使った実験を行っていたが，
その後は数値シミュレーションが主となっていたた
め，超音速流れの実験には興味があった．たまたま
手元に小型のタンク付きコンプレッサーがあったた
め，これを使って超音速流れを作れそうだなと思い
立ったしだいである．
　2013年に着手した時には断面寸法が約５㎜四方の
流路に音速流れを実現できた程度であったが，歩み
は遅いものの，その後も継続した結果，現在は10㎜
四方の流路にマッハ数1.5の超音速流れを実現できる
ようになった．実験装置を作製するという活動では
あるが，とにかく少しの予算で手が出せる範囲で実
施してきた．運よく手元に卓上CNCフライス盤があ
り，ノズルなどの部品はアクリルをこれで加工して

図２　学生居室（学生は一部のみ）
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図３　電気流体力学（EHD）現象

＋ －流れ

絶縁性液体

図４　EHDマイクロポンプ内流れの数値シミュレーション1）
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作製できたため外注せずに済んでいる（図５）．また，
流れの光学的可視化も実施しているが，市販のLED
光源や家庭用ビデオカメラを使ってのものである．
ただ，その程度の機材で撮影した場合でも，流れを
調べるのに役立つ画像は撮影できている（図６）．
　このように，歩みは遅いものの，小型の超音速流
れを作って調べる環境は整いつつある．この装置を
使っていずれ実施したい研究テーマはいくつか念頭
にあるが，まずはそれができる環境作りを目的に実
施している．

3.3　高温気体流れ
　宇宙機の空力加熱に関連した高温気体流れを研究
している．
　高温気体流れも筆者の以前からの研究分野のひと
つであり，院生時代から継続して実施している研究
テーマである．
　惑星大気に宇宙機が突入すると機体まわりの流れ
は数万度の高温になるため，機体は大きな加熱を受
ける．この現象を空力加熱と言う（図７）．このと
きの高温気体流れにあらわれる熱化学的過程の多く
は，特に定量的にはまだよくわかっていない．その
ため，現象の解明とモデル化を進めている（図８）．
　今後は，高温気体流れの対象として燃焼工学分野
にも拡大できればと考えている．

4．お わ り に
　卒業研究では実験的テーマを与えることが多いが，
最初からあれこれと調べたり考えたりせずに，手元

にある素材を使ってまずはやってごらんという方針
で指導している．学生はネット世代のためか，課題
があるとまず調べて何とかしようとするが，遅々と
して進まない．調べなくても，実際にやってみて起
こったことがすべてである．すぐに試せることであ
れば，まずやってみよう．このような姿勢が少しで
も育てばと考えている．

参考文献
１ ）松川豊：イオンドラッグ型EHDマイクロポンプ内流れ

の数値シミュレーション，第34回数値流体力学シンポ
ジウム講演論文集，A11- ２ （2020）

２ ）JAXAホームページ：http://jda.jaxa.jp/result.php?lang
=j&id=2f0960a6d8447b60a9dd816a138b6db9（2021.8.5
確認）

３ ）Matsukawa, Y.: Dissociation Rate Coefficient of 
Oxygen for O2 + O Reaction, Transactions of the 
Japan Society for Aeronautical and Space Sciences, 
Vol. 59, No. 6, p. 371-373 （2016）

� （原稿受付：2021年 ８ 月 ６ 日）

図５　作製した超音速風洞の流路（白色は液状ガスケット）

図６　超音速流れの可視化

図７　空力加熱2）

図８　酸素分子の解離速度係数3）
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1．は じ め に
　2021年春季フルードパワーシステム講演会は，
2021年６月24日（木），25日（金）の２日間にわ
たってオンライン形式のみ（以下，完全オンライン
形式）として開催された（図１）．本講演会では,
オーガナイズドセッション（OS） ２組と一般セッ
ション３組が企画され，計29件の講演発表が行わ
れた．
　OS「シミュレーションとモデリング」: ５件
　OS「フルードパワーと次世代農業・建設」: ５件
　一般セッション「油圧・水圧」: ８件
　一般セッション「空気圧」: ７件
　一般セッション「機能性流体」: ４件
本稿では本講演会の開催概要を報告する．

2．各セッションの概要　
2.1　OS「シミュレーションとモデリング」
　本OSは桜井康雄先生（足利大学）と清水文雄先
生（九州工業大学）がオーガナイザーであり，以下
の趣旨のもと企画された．
　「コンピュータの高性能化と商用ソフトウェアの
進歩にともないフルードパワー分野における機器・
システムの設計・開発に１次元および３次元のシ
ミュレーションが積極的に取り入れられるように
なっております．本OSでは，フルードパワーにお
けるシミュレーション技術の一層の発展を目指して，
１次元および３次元のシミュレーション事例および

モデル化技術に関する講演を広く募集します．」
　計５件の講演が行われ1-5），ポペット弁型圧力制
御弁のヒステリシスの再現，油圧アームのための同
定入力の修正法についてなどエンジニア・学生を含
む報告があった． 
2.2　OS「フルードパワーと次世代農業・建設」
　本OSは村上則幸先生（北海道農業研究センター，
農研機構），酒井悟（信州大学）がオーガナイザー
であり，以下の趣旨のもと企画された．
　「電動化の流れは，自動車分野を中心に国内外を
問わず，加速の度合いを限りなく強めています．一
方，パワー密度の高いフルードパワーシステムは，
電動化と競合するどころか，相互に補完しあいなが
ら新しい姿に進化しつつあります．本OSでは，特
にパワー密度の高いフルードパワーシステムが不可
欠となる次世代の農業・建設分野などを視野に，油
圧・空気圧・水圧・機能性流体等のフルードパワー
システムの最先端の研究開発成果を広く募集して，
新しい可能性を具体的に議論します．」
　計５件の講演が行われ6-10），油圧システムに生起

2021年春季フルードパワーシステム講演会開催報告
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図１　�完全オンライン形式の概要（本講演会マニュアルよ
り抜粋）
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する圧力脈動の予測技術，ウリ科野菜用全自動接ぎ
木装置などエンジニア・学生を含む報告があった． 
2.3　一般セッション「油圧・水圧」
　本セッションでは油圧関連６件・水圧関連２件が
報告された．油圧関連11-16）では，ポペット弁のフ
ローパターンと流体力特性，回転弁を用いたデジタ
ル油圧回路の基本特性のシミュレーション解析，単
関節アームの位置軌道追従，水圧関連17-18）では，非
対称Bouc-Wenモデルによる水道水圧駆動人工筋の
制御，水道水圧駆動人工筋のモデルフリー適応変位
制御，などエンジニア・学生を含む報告があった．
2.4　一般セッション「空気圧」
　本セッションでは空気圧関連７件が報告され
た19-25）．四面体型柔軟アクチュエータを用いた移動
ロボットの試作，エアー断震住宅の直下型地震に対
する応答，厳密な線形化を用いた圧力制御系の応答
改善，３センサ法による管内流の状態推定に関する
一考察など学生を含む報告があった．
2.5　一般セッション「機能性流体」
　本セッションでは機能性流体関連４件が報告され
た26-29）．MRダンパを用いた超精密加工用エアター
ビンスピンドルの回転数制御に関する検討，小形自
律移動ロボットに搭載する機能性流体を用いた制動
装置の開発，など学生を含む報告があった．

3．完全オンライン形式　
　講演会としては初の完全オンライン形式であった

ため，念のため，講演会の環境（図２）についても
報告させていただく．2020年秋季講演会（ハイブ
リッド形式）でも採用されたZoom（アカウント２
個），スイッチングハブ（1Gbps・FX-08EP3/プラ
ネックスコミュニケーションズ），有線LANケーブ
ル（Type5E），ノートPC（ProBook450G6/HP と
Latitude5280/DELL）を用いて講演会の環境は構築
された．
　発表時間は20分間（講演時間15分＋質疑応答・
討論５分間）であって従来と同一であった．接続ト
ラブルを想定して休憩時間をやや長く設定したもの
の，深刻な大規模のトラブルはなかった．
　個人的主観に過ぎないが，大学教員－学生間の
ディスカッションに加えて，エンジニア－学生間の
ディスカッションが目立つなど，プレコロナ時代と変
わらない本学会の魅力的な場面が強く印象に残った．
　完全オンライン形式では出張費用が少なくなった
ため，参加・講演にお誘いしやすい側面があった．
実際，非会員や初参加の会員による講演があった．
本講演会では（テレビ会議室において複数のエンジ
ニアが参加できる）団体参加枠が設定された．実際，
５団体の参加があった．Zoomにおける質疑応答で
は個人名ではなく団体名のみが表示され，（賛否はと
もかく）国際展示会などとは対照的な形式となった．
　完全オンライン形式では会場費用は少なくなるも
のの，講演会の環境を構築するにはアルバイトのサ
ポート・事前練習は必要であり，一定のアルバイト
費用（表１）が重要であった．タイマーとZoomの
設定では，PCとOSに依存する作業には時間を要し
た．今後，開催のノウハウが蓄積していけば，効率
も自然に高まっていくと考えられる．

4．お わ り に　
　当日運営・事前準備において多くの方々の強力な
サポートをたまわった．この場をお借りして本講演
会にご協力いただきました皆様（参加者，座長審査
関係者，企画委員会関係者，学会事務局の皆様，研
究室学生・秘書）に心より深く御礼を申し上げます．
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表１　アルバイトの人数と時間（ホスト２名＋タイマ２名）

アルバイト A氏 B氏 C氏 D氏

リハーサル前日 4 h 4 h 4 h 4 h

リハーサル当日 3 h 3 h 3 h 3 h

講演会　　前日 1 h 1 h 1 h 1 h

講演会　１日目 5 h 5 h 5 h 5 h

講演会　２日目 5 h 3 h 5 h 3 h

図２　オンライン形式の発表の様子（筆者撮影）
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〈理事会・委員会日程〉

9月10日 理事会

9月21日 情報システム委員会

9月22日 論文集委員会

9月29日 編集委員会

9月30日 企画委員会

〈理事会報告〉

2021年度第２回理事会
９月10日　15：00 ～ 17：00
Web開催　（参加者21名）
⑴　国際シンポジウム函館2020開催準備状況
⑵　創立50周年記念事業（記念出版）
⑶　第６回日中韓共同ワークショップ参加報告
⑷　会員の推移
⑸　IFPEX2021カレッジ研究発表コーナー
⑹　次期会長・役員選挙実施手順
⑺　各委員会からの報告
⑻　その他

〈委員会報告〉

2021年度第２回情報システム委員会
９月21日　15：00 ～ 17：00
Web開催　（参加者８名）
⑴　学会HP更新状況報告
⑵　学会HPに掲載する情報について
⑶　学会HPについて
⑷　会議報告
⑸　会員管理システムの今後について

⑹　アクセス数のカウントについて
⑺　その他

2021年度第３回論文集委員会
９月22日　10：00 ～ 12：00
Web開催　（参加者８名）
⑴　英文誌のテンプレート
⑵　論文投稿規程
⑶　論文執筆要綱
⑷　その他

2021年度第３回編集委員会
９月29日　15：30 ～ 16：50
Web開催　（参加者18名）
⑴　会誌特集号の現状と企画
　１）Vol.52 No.6 「AI技術とフルードパワー」
　２）Vol.53 No.1 「IFPEX2021」
　３）Vol.53 No.2 「JFPS国際シンポジウム函館2020」
　４）Vol.53 No.3 「進化を続ける空気圧機器（案）」
　５）Vol.53 No.4 「フルードパワーと音（案）」
⑵　その他
　１）会議報告
　２）今後の特集について

2021年度第１回企画委員会
９月30日　15：00 ～ 18：00
Web開催　（参加者22名）
⑴　2021年度オータムセミナー準備状況
⑵　2021年度ウィンターセミナー準備状況
⑶　2022年春季講演会併設セミナーについて
⑷　2022年秋季フルードパワーシステム講演会
⑸　フェローの推薦について
⑹　最優秀講演賞内規について
⑺　その他
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　当学会は，我が国の油圧・空気圧・水圧工学の振興と発展の
奨励を目的として毎年優れた研究・技術を表彰しております．
本年も当学会の「表彰規程」にもとづき，日本フルードパワー
システム学会2021年度受賞候補者を募集いたします．

　つきましては，独創的な研究，画期的な新技術，累積効果抜
群な研究者，技術者などについて，適格な受賞候補者をご推薦
ください．
　募集要項など詳しくは学会ホームページをご覧ください．

日本フルードパワーシステム学会
2021年度受賞候補者募集のお知らせ 

　日本フルードパワーシステム学会フェローは，フルードパ
ワー技術の進展に貢献した正会員，本学会の諸活動に貢献した
正会員に贈られる名誉ある称号です．認定された本人には本学
会より認定証を交付します．

　本年も当学会の「フェローに関する規程」にもとづき，日本
フルードパワーシステム学会フェロー認定者の推薦をお願いい
たします．
　推薦の方法など詳しくは学会ホームページをご覧ください．

日本フルードパワーシステム学会
2021年度フェロー認定者推薦のお願い
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共催・協賛行事のお知らせ

会　　告

後援・協賛行事
計測自動制御学会 産業応用部門2021年度大会
主　　催：公益社団法人　計測自動制御学会　産業応用部門
開 催 日：2021年11月19日（金）
会　　場：オンライン開催
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.sice.or.jp/ia-div/2021_taikai.html

シンポジウム「動力伝達系の最新技術 2021」
主　　催：公益社団法人　自動車技術会　動力伝達系部門委員会，CVT・ハイブリッド部門委員会
開 催 日：2021年11月19日（金）
会　　場：オンライン開催
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.jsae.or.jp/sympo/2021/no11.php

エコデザイン・プロダクツ＆サービスシンポジウム2021
主　　催：エコデザイン学会連合（幹事団体：特定非営利活動法人　エコデザイン推進機構）
開 催 日：2021年12月１日（水）～ 12月３日（金）
会　　場：奈良県コンベンションセンター（奈良県奈良市三条大路１-691-１）
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.ecodenet.com/ed2021/index.html

日本機械学会 第20回機素潤滑設計部門講演会
主　　催：一般社団法人 日本機械学会
開 催 日：2021年12月６日（月）～ 12月７日（火）
会　　場：オンライン開催
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.jsme.or.jp/conference/mdtconf21/

キャビテーションに関するシンポジウム（第20回）
主　　催：日本学術会議　第三部
　　　　　第20回キャビテーションに関するシンポジウム実行委員会
開 催 日：2021年12月９日（木）～ 10日（金）
会　　場：オンライン開催
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.ifs.tohoku.ac.jp/cfs/cav20/index.html

2021年度　計算力学技術者（CAE技術者）資格認定事業
（固体力学分野の有限要素法解析技術者・熱流体力学分野の解析技術者・振動分野の有限要素法解析技術者）
主　　催：一般社団法人 日本機械学会　計算力学技術者資格認定事業委員会
試験日程：2021年12月９日（木）	 １・２級認定試験（熱流体力学分野・振動分野）
　　　　　2021年12月10日（金）　２級認定試験（個体力学分野）
　　　　　2021年12月16日（木）　１級認定試験（各分野）
会　　場：下記HPを確認ください
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.jsme.or.jp/cee/

第22回SICEシステムインテグレーション部門講演会
主　　催：公益社団法人 計測自動制御学会　システムインテグレーション部門
開 催 日：2021年12月15日（水）～ 12月17日（金）
会　　場：オンライン開催
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.sice-si.org/conf/si2021/

SICEセミナー「モデル予測制御～最適制御の基礎から応用事例・ソフトウェアツールまで」2021
主　　催：公益社団法人 計測自動制御学会　制御部門
開 催 日：2021年12月22日（水）
会　　場：オンライン開催
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.sice-ctrl.jp/jp/wiki/wiki.cgi/c/semi?page=mpc2021

新型コロナウィルスの影響で協賛行事の開催予定が変更になっている場合があります．
各行事の最新情報は，主催者のホームページまたは各行事のURLからご確認ください．
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資料一覧表

　価格は，（一社）日本フルードパワーシステム学会事務局までお問い合わせください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　料　名� 発行年月
〈講演論文集〉
平成元年春季油空圧講演会講演論文集� 平成元年５月
平成元年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成元年11月
平成２年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成２年11月
平成３年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成３年11月
平成４年春季油空圧講演会講演論文集� 平成４年５月
平成４年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成４年10月
平成５年春季油空圧講演会講演論文集� 平成５年５月
平成５年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成５年11月
平成６年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成６年10月
平成７年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成７年11月
平成８年春季油空圧講演会講演論文集� 平成８年５月
平成８年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成８年10月
平成９年春季油空圧講演会講演論文集� 平成９年５月
平成９年秋季油空圧講演会講演論文集� 平成９年10月
平成10年春季油空圧講演会講演論文集� 平成10年５月
平成10年秋季フルイドパワーシステム講演会講演論文集� 平成10年11月
平成11年春季フルイドパワーシステム講演会講演論文集� 平成11年５月
平成12年春季フルイドパワーシステム講演会講演論文集� 平成12年５月
平成12年秋季フルイドパワーシステム講演会講演論文集� 平成12年10月
平成13年春季フルイドパワーシステム講演会講演論文集� 平成13年５月
平成13年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成13年11月
平成14年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成14年５月
平成15年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成15年５月
平成16年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成16年５月
平成16年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成16年11月
平成17年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成17年５月
平成18年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成18年５月
平成18年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成18年11月
平成19年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成19年５月
平成19年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成19年11月
平成20年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成20年５月
平成21年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成21年６月
平成21年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成21年11月
平成22年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成22年５月
平成22年秋季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成22年12月
平成23年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成23年５月
平成24年春季フルードパワーシステム講演会講演論文集� 平成24年５月

資料一覧表
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【挨拶】年頭のご挨拶� 眞田　一志
年頭にあたって� 嶋村　英彦
【巻頭言】「IFPEX2021」発行にあたって� 寺澤　達士
【解　説】
IFPEX 58年のあゆみを振り返る� 荒井　一則
IFPEX2021における油圧分野の技術動向� 一柳　隆義
IFPEX2021における水圧分野の技術動向� 鈴木　健児
IFPEX2021における空気圧分野の技術動向� 佐々木大輔
IFPEX2021カレッジ研究発表コーナー� 五嶋　裕之
IFPEX2021 ロボット・空気圧バイク紹介コーナー� 香川　利春
IFPEX出展社ワークショップ　CO2削減と省エネ／BCPへの取り組み� 妹尾　　満
IFPEX出展社ワークショップ　持続可能な社会に向けた空圧機器の有効活用� 北川　泰章
【トピックス】
Youは日本をどう思う？第19回：留学生の日本での生活� Tran Thi Le
グローバルドリームの実現を目指した海外（北米・欧州）駐在員生活� 安藤　淳二
学生さんへ，先輩が語る� 溝上　太裕
【研究室紹介】
東京工業大学工学院　高山研究室� 高山　俊男

―特集「IFPEX2021」―
次号予告

編 集 室

委 員 長　柳　田　秀　記（豊橋技術科学大学）
副委員長　山　田　宏　尚（岐阜大学）
委　　員　飯　尾　昭一郎（信州大学）
　　　　　飯　田　武　郎（㈱小松製作所）
　　　　　伊　藤　雅　則（東京海洋大学）
　　　　　猪　飼　暢　崇（CKD㈱）
　　　　　加　藤　友　規（福岡工業大学）
　　　　　窪　田　友　夫（KYB㈱）
　　　　　栗　林　直　樹（川崎重工業㈱）
　　　　　五　嶋　裕　之（㈱工苑）
　　　　　齋　藤　直　樹（秋田県立大学）
　　　　　佐々木　大　輔（香川大学）
　　　　　佐　藤　恭　一（横浜国立大学）

委　　員　妹　尾　　　満（SMC㈱）
　　　　　谷　口　浩　成（大阪工業大学）
　　　　　寺　澤　達　士（油研工業㈱）
　　　　　中　野　政　身（東北大学）
　　　　　中　山　　　晃（日立建機㈱）
　　　　　藤　田　壽　憲（東京電機大学）
　　　　　丸　田　和　弘（㈱小松製作所）
　　　　　村　岡　裕　之（㈱コガネイ）
　　　　　山　田　真の介（㈱TAIYO）
　　　　　吉　満　俊　拓（神奈川工科大学）
担当理事　伊　藤　和　巳（KYBエンジニアアリングアンドサービス㈱）
学会事務局　成　田　　　晋
編集事務局　竹　内　留　美（勝美印刷㈱）
� （あいうえお　順）

2021年度「フルードパワーシステム」編集委員
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複写される方へ
　本会は下記協会に複写に関する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物を複写し
たい方は，同協会より許諾を受けて複写してください．ただし（公社）日本複写権センター（同
協会より権利を再委託）と包括複写許諾契約を締結されている企業の社員による社内利用目的の
複写はその必要はありません．したがって，社外頒布用の複写は許諾が必要です．
権利委託先：（一社）学術著作権協会
　　　　　　〒107-0052　東京都港区赤坂９－６－41　乃木坂ビル
　　　　　　TEL：03-3475-5618　FAX：03-3475-5619　E-mail:info@jaacc.jp
　なお，著作物の転載・翻訳のような，複写以外の許諾は，学術著作権協会では扱っていません
ので，直接本会へご連絡ください．
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